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1 はじめに

近年，スマートフォンが普及し,様々な場所でブラ

ウジングなどの情報収集を中心に利用されている．ス

マートフォンはＰＣサイトの閲覧が行いやすくなった

が，多くのスマートフォンは画面が小さいため文字が

小さく見辛い．しかし，画面を拡大すると表示される

情報量が減少し，読み辛くなるといった問題がある．

そこで，本稿では，ヘッドマウントディスプレイ

(Head Mounted Display:HMD)と拡張現実感 (Augu-

mented Reality:AR)技術を利用し，ユーザに対し情報

を効率的に提供するスマートフォンのインターフェー

スを提案する．HMDと ARを用いることで，スマー

トフォンの画面サイズに依存しない情報提供を行うこ

とができる．

2 研究目的
2.1 問題と目的

アプリケーションが提供できる情報量はスマート

フォンの画面サイズに依存している．現状では，ユー

ザは得たい情報を見つけるために，小さい文字で書か

れていると画面を拡大しなければいけなく，スクロー

ル作業が多く必要になる．スマートフォンの情報提供

方式の拡張のため，ARを用いて画面を拡張したイン

タフェースを提案する．

2.2 ARの概要

ARとは現実世界の映像に対して，CGなどのコン

ピュータが作成した情報 (ARオブジェクト)を重ね合

わせて表示することにより，現実世界を拡張する技術

である．

ARオブジェクトを現実世界の映像と重ね合わせる

際に，重ね合わせるARオブジェクトの IDや位置，姿

勢などの判断に使用されるものが ARマーカである．

ARマーカには主に四角枠で囲まれた画像マーカの傾

きから IDや位置，姿勢の計算を行う画像マーカ手法

と背景や形状などから物体そのものを認識するマーカ

レス手法がある．
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図 1: 外観図

2.3 関連研究

加茂らは，ネットワークに接続可能なウェアラブル

コンピュータのみを着用することで, 情報端末の違い

を意識せず，仮想的な端末を利用可能にするシステム

を提案をしている．また，仮想的な端末を操作するた

めのインタフェースとしてAiR surface[1]を開発して

いる．

AiR surfaceとはユーザがカメラ付き HMDを装着

し,両手で矩形を作ることによってカメラで認識し，仮

想的な平面を作成し，その平面を利用してタッチパネ

ルのようなインタラクションを行うことができるイン

タフェースである．

AiR surfaceでは情報端末の統合的なインタフェー

スの提供を目的としているが，スマートフォンを利用

する際に画面サイズに依存しない情報提供を目的とす

る本研究とは目的が異なる．
3 スマートフォン向けユーザインタフェースの提案
3.1 概要

本システムではユーザはカメラ付きHMDとスマー

トフォンを使用する．提案システムの外観図を図 1に

示す．ユーザはカメラ付きHMDを装着し，画像マー

カが表示されているスマートフォンを覗き込むと，端

末 IDなどの画像マーカの情報を読み取り，画像マー

カの位置に画面や文章，写真などの AR オブジェク

トを見ることができる．これにより，ユーザはスマー

トフォンの画面サイズに依存せずに情報を得られ，ス

マートフォンと同じような感覚で扱える．
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図 2: 提案システムの構成

3.2 構成

提案システムの構成を図 2に示す．

HMD

HMDはカメラ付きのものを用いる．HMDのカメ

ラでスマートフォン上に表示された画像マーカを撮影

し，撮影した映像をスマートフォンに送信する．ディ

スプレイにはスマートフォンから生成された映像を取

得し，出力する．

スマートフォン

ARオブジェクトを表示する際に，マーカが必要と

なるが，提案システムでは画像マーカをスマートフォ

ンの画面上部に表示する．マーカレス手法でスマート

フォンの物体認識を行うと，スマートフォン操作時に

手で隠れる場合や同じ種類のスマートフォンが映り込

んだ場合に正しい位置にARオブジェクトを表示でき

ないため使用しない．

ARマーカ生成部では各々のスマートフォンが持っ

ている固有識別 IDを取得し，その IDからハッシュ値

を求め，表示する画像マーカのパターンを決定する．

これにより，マーカを複数検知した際に，誤って異な

るマーカに ARオブジェクトを表示することを防ぐ．

AR表示部では HMDから映像を取得し，マーカ位

置を検出する．次に，アプリケーションがARオブジェ

クトを生成する．ARオブジェクトは文字や画面など

が考えられる．最後に，HMDから取得した映像に重

ね合わせた映像を生成し，HMDに出力する．

3.3 使用例

スマートフォン非対応のPCサイトにアクセスを行っ

た際に，スマートフォンの画面上部に表示された画像

マーカにブラウザ画面が表示され，スマートフォンの

画面サイズに依存せずに閲覧することが可能である．

図 3: 実際の映像 図 4: ARで描画された映像

4 実装

本システムのプロトタイプとして，スマートフォン

(Samsung GalaxyS)とHMDの代わりにPCとWEB

カメラを用いて実装を行った．

HMDのカメラとしてWEBカメラを利用し，AR

表示部は全て PCで行っている．また，PCで AR技

術の実装として NyARtoolkit[2]を使用した．

スマートフォンはWEBブラウザアプリケーション

を作成し，スマートフォンのディスプレイの上部には

画像マーカが表示されている．PCはWEBカメラか

らの映像とスマートフォンからのブラウザ画面を合成

し，出力している．

実行の様子を図 3 と図 4 に示す．図 4 はスマート

フォン非対応のWEBページにアクセスを行った際に

HMDへ出力される映像である．
5 考察

プロトタイプシステムでは実際に文字が小さくて

読み辛いスマートフォン非対応のサイトにアクセスを

行った．画面が大きく表示され,文字が見やすくなり，

表示される情報量を減らすことなくブラウジングが可

能となった．

提案システムでは映像の取得・解析と合成映像の生

成・出力をすべてスマートフォンで行うので非常に高

いのスペックが必要とされることが予想できる．
6 おわりに

本研究ではスマートフォンにおけるインタフェース

として，ARを用いた情報提供ユーザーインタフェー

スを提案した．ARを用いることによって画面サイズ

に依存しない自由な情報提供が可能となる．

文字が見やすいため，高齢者が老眼鏡をかけるよう

にHMDを使用することで高齢者にとっても使いやす

いシステムになると期待される．
参考文献
[1] 加茂 浩之，田中二郎, AiR surface : 拡張現実上の平面を用い
たインタフェース，全国大会講演論文集 2011(1), pp.299-301,
2011-03-02

[2] NyARtoolkit : http://nyatla.jp/nyartoolkit/wp/

Copyright     2012 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-310

情報処理学会第74回全国大会


